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主催　仙台文学鯖

協力　仙台文学館友の会
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国富醒聞
i　バス利用の場合i

※いずれも北根2丁目･

文学館前下車

【宮城交通ハス】
仙台駅西口ハスプール2､ 3､

4､6番乗り場から出る北部団

地方面に向かうハス(急行､北

山トンネル経由を除く)

【市営ハス】
仙台駅西口ハスプール6番
乗り場ハ乙女駅行

i地下鉄利用の場合i

台原駅下車　徒歩20分

(台原森林公園内
あかまつの道経由)

漢お間い合わせ

仙台文学館TFE9.%io2望?. _諾仙諜oi2:_iit.+_R320-47il
Send副LIterature Museum h龍p･//www senda湘t｣p/

このチラシはリサイクルできます｡ ｢雑がみ｣として分別してください｡
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